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高齢化社会におけるガゴメ昆布フコイダンの役割 

 

わが国は世界でも類をみない超高齢化社会に突入している。平成２４年度高齢化社会白書によれば、

１９５０年には全国民のわずか５％に満たなかった高齢者（６５歳以上）の割合は、その後急速に増

加し２０１１年度には２３％を占めるまでに至り、さらに５０年後の２０６０年には４０％にまで拡

大することが推計されている。一方、平成２１年度の厚生労働省の調査においては、わが国の国民医

療費が３６兆円にも上り、高齢者の医療費がその約５５％を占めることが明らかとなっている。この

様な社会的背景から、高齢者のＱＯＬの維持・改善や医療費の増加抑止のためには、高齢者の健康寿

命の延伸が最も重要な課題と考えられる。加齢とともに免疫機能をはじめ様々な生理機能が低下や失

調をきたすが、それらの予防や早期改善における補完代替医療の役割は極めて重要である。なかでも、

機能性食品はわが国で研究開発が先んじて行われた分野であり、高齢者の健康維持・増進に対して安

全で有効なアプローチとなり得る。本セミナーでは、ガゴメ昆布由来フコイダンの最近の研究成果に

ついて紹介し、高齢化社会における機能性食品やサプリメントの果たすべき役割について述べたい。 

 

●ガゴメ昆布フコイダンの機能性（免疫賦活作用） 

ガゴメ昆布は北海道函館近海に生育する食用の褐藻類であり、硫酸化多糖類のフコイダンを豊富に

含む。ガゴメ昆布フコイダンには、Ｆ，Ｕ，Ｇ-フコイダンの３種類が含まれており、他の海藻とは

化学構造が異なる。また、ガゴメ昆布フコイダンは糖鎖の硫酸基含量が多いことも大きな特徴である。

これまでの先行研究において、ガゴメ昆布フコイダンには抗腫瘍作用、免疫賦活作用、血栓形成抑制

作用、育毛作用、抗アレルギー作用など実に多様な機能性があることが明らかになっている。特に、

免疫賦活作用については、フコイダンによるサイトカイン（ＩＦＮ-γ、ＩＬ-１２）産生誘導を介し

たＮＫ細胞の活性化機構をはじめ、腸管免疫やＴＬＲ-４の関与などが詳しく研究されている。さら

に最近では、ガゴメ昆布フコイダンの経口投与が、加齢動物におけるＮＫ活性を増強し抗腫瘍作用を

発揮することや、アレルギーモデル動物において免疫バランスを改善し血中ＩｇＥ量を低下させるこ

とも明らかになっている。加えて、インフルエンザ感染モデル動物において、ガゴメ昆布フコイダン

がインフルエンザウイルスの増殖を強く抑制し、感染後の気道粘膜上ＩｇＡ抗体の分泌が増強される

ことも確認されている。このように、ガゴメ昆布フコイダンには、免疫システムへの作用を介して様々

な疾患の予防に貢献できる可能性がある。 

●ガゴメ昆布フコイダンの安全性情報 

元来、食品は安全性の高いものであるが、補完代替医療に取り入れる上では、広く情報を収集し、

様々な角度から安全性を評価することが極めて重要である。ガゴメ昆布は、わが国において長い食経

験を有する食品素材であり、その安全性は極めて高い。さらに、ガゴメ昆布由来のフコイダンは、遺

伝毒性試験やラットへの単回投与試験、薬物代謝酵素試験などにおいて、安全性に問題がないことが

明らかになっている。また、健常成人を対象とした４週間の過剰摂取試験を実施し、ガゴメ昆布フコ

イダンの安全性も確認されている。 

 



 

●高齢者やがん治療者に対するフコイダンの安全性と機能性 

ガゴメ昆布フコイダンの補完代替医療における活用を目指し、高齢者やがん治療者に対する安全性

ならびに機能性についての評価試験が最近実施された。高齢者（１８名、平均年齢６９歳）を対象と

したガゴメ昆布フコイダン配合食品の８週間摂取試験においては、血液検査や尿検査、医師所見によ

り臨床上問題となる異常は認められず、その高い安全性が確認された。また、免疫機能評価では、Ｎ

Ｋ活性低値層におけるＮＫ活性の増加傾向が認められ、血中ＩｇＥの明らかな低下が認められた。次

に、がん治療を終えた者（１６名）や、がん治療薬の服用者（１０名）を対象にした８週間摂取試験

においても、種々の検査で問題となるような異常は認められず、その安全性が確認された。これらの

試験は比較的小規模であり、さらなる評価を重ねる必要があるが、安全性が確認されたことは、ガゴ

メ昆布フコイダンの応用を進める上で意義深いと考えられる。 

 

以上、本セミナーでは、最近の研究結果を交えて、高齢化社会におけるガゴメ昆布フコイダンの応

用の可能性について述べる。機能性食品やサプリメントは有効な補完代替医療の一つになり得ること

から、さらに科学的検証を重ねて行く必要があるが、他の補完代替医療（ヨガ、アロマセラピー、鍼

灸など）との融合も十分期待され、今後の応用研究が望まれる。 

 


